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るが，その一例として米国連邦緊急事態管理局（FEMA）による’The  Four  Phase s  o f  
Emergency  Managemen t ’  がある（図１）．FEMA は Emergency  Managemen t  



















フェーズ おおよその期間 小中学校が果たす役割 
0  震災準備期 被災前 
生徒・児童に対する防災教育 
避難・防災訓練の拠点 





2  避難生活期 ～１・２ヶ月 避難所の運営 





































表２ 大川小学校 事故当日の校内の対応を中心とした動き（推定含む）3 
全体状況 ◇校内の対応等 
14 :46  地震発生（揺れの継続は約３分） 
14 :49  津波警報（大津波）発表，予想津波高６㍍ 
     ◇児童・教職員，校庭へ二次避難 
14 :52  防災行政無線による広報（津波警報発令） 
     ◇15 時少し前 教職員Ａが残留児童の確認を終え，残留者なしを報告 
     ◇教職員Ａ「山へ行くか」→「この状況では難しいのでは」のやりとり 
     ◇保護者への児童引き渡し開始 
     ◇教職員Ａが体育館を確認，住民に「使えない」と伝え，教頭らに報告 
     ◇教職員Ａ，この間，校長や市教育委員会に断続的に電話をかけるが 
      つながらず 
     ◇教職員Ａが避難所特設電話の設置を試みるために体育館へ 
15 :10～15 :15 頃 河北消防署の消防車が広報しつつ釜谷地区内を長面方面へ 
     ◇15 :10～15 :15 頃 バス運転士無線交信「学校の判断が得られない 
15 :14  津波警報（大津波）予想津波高 10 ㍍に変更（ただし報道はテレビのみ） 
     ◇教職員Ａら，児童の服等を持ち出すため校舎内へ 
     ◇15 :20 頃 教職員Ｃ，引き渡し担当を外れる（かまどと薪の運搬へ） 
15 :21  予想津波高 10 ㍍を FM ラジオが放送 
     ◇15 :23 頃 支所職員Ｃ・Ｄが学校へ立ち寄り 
 支所職員Ａ・Ｂが谷地中付近で長面の松林を越える津波を目撃してＵターン  
     ◇15 :24 頃 支所職員Ｃ・Ｄが学校を出る 
     ◇スクールバスがバックで校地内に入る  
     ◇教職員Ａ「山に逃げますか」と尋ね，返答・指示がないため校舎２階を  
      確認に行く  
15 :25～15 :30 頃  河北総合支所の公用車が長面方面から新北上大橋方面に戻りつつ広報 
 児童引取保護者らが新北上大橋を通行，橋の下に白波，下流部に高い波を目撃 
 新町裏付近の富士川堤防から津波越流 
15 :32  予想津波高 10 ㍍を AM ラジオが放送 
 間垣堤防で津波越流 
 新北上大橋下流部付近から津波越流 
     ◇15 :33～34 頃 三角地帯への移動を決定，教職員Ｋ以外の児童・教職員が 
      避難開始 
     ◇教頭「津波が来ています，急いで」 
     ◇教職員Ａ，校庭に戻り，避難の列を小走りで追う 
 大橋付近の越流が三角地帯を覆う 























































































































































災害研究における質的調査研究（QDR: Qualitative Disaster Research）の有用性については，
Brenda Phillips（1997）10がアメリカ国内での議論を踏まえ，その変遷を振り返りながら指摘してい
る．文化人類学のフィールドワークのみならず，1940～1950 年代にはシカゴ社会学のフィールドワ


















事例 実施日時 インフォーマント 調査内容 
Ａ 2014/10/20 森前林地区自治会長 O さん 
森前林地区における発災直後の危機対応 
自治会館での避難所生活・運営について 
Ｂ 2014/10/20 市役所危機管理課 T さん 
市の防災に関する施策について 
階上地区の先進的な取り組みについて 





院助手 F さん 
まちづくり協議会の発足 
旧向洋高校跡地の活用について 
Ｅ  2015/09/18 
NPO 法人 Seeds Asia 代表 








Ｇ 2015/12/18 階上中学校防災主任 C 教諭 
階上中の防災教育の沿革・内容 
防災教育推進委員会の活動について 









ステージ おおむねの期間 住民レベルでの活動概要 













































































気仙沼市の面積は 333.38 ㎢，被災前の人口は住民登録人口 74,368 人，外国人を含む総人口







旧気仙沼市が 2006 年に旧唐桑町と，2009 年に旧本吉町と合併し，現在の気仙沼市が形成された．
老年人口の割合（高齢化率）が 30.75％（全国 23.0％ 2010 年）と高い地域でもある．総人口数は
















死者数 1,029 人 2015 年３月 31 日現在 
行方不明者数 222 人 2015 年３月 31 日現在 
震災関連死認定件数 107 人 2015 年３月 31 日現在 
住宅被災棟数 15,815 棟 2014 年３月 31 日現在 




99 ヶ所 20,086 人 2011 年３月 17 日 
75 ヶ所 6,736 人 2011 年４月 11 日 
４ヶ所 61 人 2011 年 11 月１日 
一次避難所解消  2011 年 12 月 22 日 
二次避難所解消  2011 年 12 月 30 日 
 
表７ 他自治体との比較 人的被害①18 
 
順 位  県 名  市 町 村 名  死 者 数  行方不明者数  死者＋行方不明者数  
人 数  
1 宮城県 石巻市 3,471 476 3,947 
2 岩手県 陸前高田市 1,588 223 1,811 
3 宮城県 気仙沼市 1,204 250 1,454 
4 岩手県 大槌町 838 473 1,311 
5 宮城県 東松島市 1,125 35 1,160 
 
表８ 他自治体との比較 人的被害②19 
 
順 位  県 名  市 町 村 名  死者＋行方不明者数  




割 合  
1 宮城県 女川町 881 10,051 8.77% 
2 岩手県 大槌町 1,311 15,276 8.58% 
3 岩手県 陸前高田市 1,811 23,300 7.77% 
4 宮城県 南三陸町 848 17,429 4.87% 
5 岩手県 山田町 799 18,617 4.29% 




表９ 避難所数・避難者数20 ※単位：施設，人 
地 域 名  地 区  
避 難 所 数  
H 2 3 . 3 . 2 4 現 在  
避難者数  
H2 3 . 3 . 1 7 現在  
気仙沼 
 
気仙沼 20 4,776 
鹿折 19 2,831 
松岩 10 3,280 
新月 4 530 
階上 9 2,335 
大島 7 1,340 
面瀬 3 750 
小計 72 15,831 
唐桑 
中井 4 145 
唐桑 10 754 
小原木 2 361 
小計 16 1,250 
本吉 
小泉 3 980 
津谷 8 1,006 
大谷 6 1,020 
小計 17 3,006 
合計 105 20,086 
 
表 10 応急仮設住宅21 平成 23 年９月現在 
申し込みによる必要戸数 建設戸数 完成戸数 入居決定済戸数 




引火により，10 日以上にわたって大規模な火災が続いた．市域全体の 5.6%となる 18.65km が浸水，
焼失面積は 2.48km（全体の 0.7%）．危険物屋外タンクは 23 基中 22 基が流出し，市内漁船 3,566








































図 10 旧杉の下集落跡地と向洋高校舎（2014 年，筆者撮影） 
 










調査対象者：気仙沼市危機管理課 T さん 
調 査 者 ：井口香穂・市古太郎・土屋亮 
調査日時：2014 年 10 月 20 日（月） 
調査場所：気仙沼市役所 
調査内容：①被災後の（市全体の）防災に関する施策，被災前からの変化について 





























































調査対象者：気仙沼向洋高等学校 K 教諭 
調 査 者 ：井口香穂・市古太郎・土屋亮 
調査日時：2014 年 10 月 20 日（月） 
調査場所：気仙沼向洋高等学校 
調査内容：①発災当日の危機対応（避難行動）について 
      ②階上中学校での避難所生活のようす・運営について 
 
発災当日は，年度末の最終日であったという．校舎内では放課後のホームルームが，グラウンドで














離れた階上駅（図 14③）まで移動．そこで点呼をとり，生徒は 170 名全員がいることを確認．ここ
までくれば大丈夫だと思ったというが，駅裏まで津波が来ていることを近所の人に伝えられ，また国




























     ◇生徒 170 名全員の校庭への避難完了（図 14①）， 
      指定避難場所でもある地福寺への避難開始 
     ◇地福寺到着（図 14②） 
           大津波警報発表 予想津波高 10 ㍍超へと変更 
               ◇片山住職やその場にいた教職員の意見より，地福寺から階上駅へ移動開始 
15:26     ◇階上駅到着（図 14③） 
     ◇生徒たちを国道へ，さらに高台にある階上中学校へと避難開始 









４-２-１．開設された 10 施設の概要 
開設時期は異なるものの総計 10 の避難所が開設され，最長で 2011 年の 10 月までそこで避難所生
活が営まれた（図 15）．発災直後から階上中学校，海蔵寺，くるみ会館（旧最知保育所），岩月星
谷キングスガーデン，階上出張所（公民館），むらでん面瀬の６施設が避難所として開設された．岩




から同年 10 月まで避難所の開設を行ったのは階上中学校（10 月２日まで），階上出張所（公民館，





図 15 階上地区開設避難所一覧（国土地理院 基盤地図情報ダウンロードサービスより筆者作成） 
第４章 階上地区の避難期・復旧期の対応が示す先進性	
 39 














調査対象者：森前林地区自治会長 O さん 
調 査 者 ：井口香穂・市古太郎・土屋亮 
調査日時：2014 年 10 月 20 日（月） 
調査場所：調査対象者宅 
調査内容：①発災直後の危機対応について 



































ほど経った４月 10 日頃からこの階上公民館で避難所生活を送り，結果的に 10 月までそこでの生活






調 査 者 ：土 屋   亮 
調 査日時：2015 年 12 月 13 日（日） 
調査場所：気仙沼市立階上公民館 
調査内容：①階上公民館での避難所生活について 
      ②中学校との連携および避難所としての公民館の位置づけについて 
      ③中学校の平常時の活用について 
 
被災直後は，旧杉の下集落の住民は中学校へ避難した．公民館にも 15 人ほどの避難者がいたもの
の，ほとんどは中学校まで避難し，そこでしばらく生活を送った．１ヶ月後の 4 月 10 日に，旧杉の


































































を減らしながら継続した（表 14，図 16）． 
第４章 階上地区の避難期・復旧期の対応が示す先進性	
 45 
表 15 階上中学校での避難所運営のようす（インタビュー記録より筆者作成） 
日 小見出し 経 過 
3/11 避難所生活のスタート 




















3/22 卒業式の開催 階上小・中の卒業式が行われる 



















図 20 階上中学校での避難生活③（希望の朝のラジオ体操） 
 












ン「防災教育大賞」（内閣府）を受賞した（表 16）．  
文部科学省の新学習指導要領が導入された 2002 年度から，総合的な学習の時間（教科の枠を超え，

















表 16 防災に係るおもな受賞歴（階上中学校資料より筆者作成） 






2008 年度 はぼたん大賞 
2009 年度 中学生の部「優秀賞」 
2011 年度 中学生の部「優秀賞」 














2012 年度 少年消防クラブ研修会にて事例発表 
2013 年度 
・防災教育チャレンジプラン防災教育大賞（内閣府） 
・消防団 120 周年・自治体消防 65 周年記念表彰（日本防火防災協会） 
・全国生徒会サミットにて発表 
・防災教育国際ワークショップにて発表（ジャカルタ） 






















調 査 者 ：土 屋   亮 
調 査日時：2015 年 12 月 18 日（金） 
調査場所：気仙沼市立階上中学校 
調査内容：①階上中学校の防災教育について 
      ②地域との連携について 














表 17 2011 年度までの階上中学校防災教育のおもな学習内容（階上中学校資料より筆者作成） 
年度 テーマ おもな学習内容 
～2004 年度 地域学習：ボランティア学習～まとめ～発表 










・救護 テント トイレ設置 炊き出し班編成 










災教育を行ってきた（図 24）．  
 
１年ごとにそれぞれ「自助」「共助」「公助」を学ぶことにより，卒業までに一通りの学習が可能 





階上中学校の防災教育は ESD 教育の一つとして位置づけることができ，また被災前からこの ESD
教育を継続的に推し進めていたことも，防災教育のプログラムを円滑に実行する上で欠かせないファ
クターであったといえる．ESD とは Education for Sustainable Development の略称で「持続可能
な開発のための教育」と訳される．持続可能な社会の担い手を育む教育として環境，経済，社会に関
する世界首脳会議（ヨハネスブルグ・サミット）で，当時の小泉首相が「ESD の 10 年」を提唱，国
連第 57 回総会で採択，ユネスコが主導機関に指名され，2005 年から各国で取り組みが進んでいる














う点において，防災教育は ESD 教育が掲げるコンセプトと非常に相性が良いといえよう． 
しかし，ただでさえ忙しい学校現場で教職員の目を新しい取り組みに向けることは容易ではない．
















図 25 ESD の基本的な考え方33 
 
表 18 国連持続可能な開発のための教育の 10 年34 





「ESD の 10 年」に関する記載が盛り込まれる 
国連第 57 回総会 
2005～2014 年の 10 年を「国連 ESD の 10
年」とし，ユネスコを主導機関に指名 
2005 年 国連 ESD の 10 年国際実施計画をユネスコにて策定し，国連総会にて承認 







































図 26 被災後の階上中学校防災教育学習の目標（階上中学校『防災学習』年次計画より） 
 








「知  る」…①地震と津波の関係や怖さ，地域の津波被害の歴史などの再確認 
       ②地域の実態の再確認（避難経路や高台，人数や年齢構成等） 
       ③災害時の安否確認方法等 ④その他 
「備える」…①安否確認のための準備や，被災時を想定した連絡方法の確認および 
        各地区の掲示板の活用など 
       ②海抜表示の設置や避難マップの作成と地区への配布 
       ③教職員・児童生徒による通学路の再点検 ④その他 
「行動する」…①一次・二次避難訓練 
       ②避難所開設の初期対応訓練（平時活動している各種委員会で役割を分担し訓練） 












 …救命救護や AED を使った心肺蘇生を，消防の先生や本校の養護教諭から学んだ 
○３年生：小学校への防災啓発活動（出前授業） 
 …「防災カルタ」を作り，小学校に行き，小学生と遊ぶ．寸劇，防災かくれんぼ等も新たに発案． 



















①階上地区災害防災対策推進本部（自治会長連絡協議会）     ②階上振興協議会 
③各自治会                          ④階上防犯協会 
⑤消防後援会第７支部                     ⑥消防団第７分団 
⑦森前林自治会婦人防火クラブ                 ⑧階上地区ボランティアクラブ 
⑨気仙沼市総務部危機管理課                  ⑩階上駐在所 
⑪階上公民館                         ⑫階上小学校父母教師会 
⑬階上小学校                         ⑭階上中学校父母教師会 
⑮階上中学校同窓会                      ⑯階上中学校 




①気仙沼消防署    ②気仙沼警察署階上駐在所    ③気仙沼市社会福祉協議会 
④気仙沼市教育委員会 ⑤気仙沼市保健福祉部社会福祉事務所 
 
















 生徒会総務：避難所本部          生活委員会：地区割り 
 運営委員会：受付・誘導          緑化委員会：避難スペース作成 
 防災委員会：避難者リストの作成      図書委員会：要援護者スペース作成 
 福祉委員会：地域住民役          厚生委員会：救護スペース作成 











（８）緊急地震速報を活用したショート訓練（図 27 右上） 




































	 2014 年 12 月７日，階上中学校で開催されたまちづくりワークショップにスタッフとして参加．フ
ァシリテーターを務めながら，参与観察を行った． 
 
調 査 者 ：髙橋進吾・土屋亮 












































No. 日 活動 おもな議題・内容 
1 2014/11/20 授業① 
まちの将来は誰が決める？ 
ワークショップとは？他 
2 2014/12/2 授業② 
階上地区の歴史、 
階上地区まちづくり協議会の活動 他 









































 図 30 ワークショップのようす① 会長あいさつ 
 

















表 21 「階上地区復興まちづくり計画」目次 





第 2 章. 階上地区まちづくり大綱 
 ２-１．基盤整備・防災 -災害に強い街- 
 ２-２．福祉・健康・環境 -多世代・自然共生の街- 
 ２-３．教育 -地域一貫教育の街- 
 ２-４．産業 -自然の恵みを享受する街- 
 
第 3 章. 具体的施策 
 ３-１．「観光×環境×健康」推進モデル地区宣言 
























表 22 統廃合の実施予定年度36 
段階 年度 小学校 中学校 
第１段階 
2013 年 鹿折小と浦島小  
2014 年 鹿折小と白山小、新城小と落合小  






















  復興に伴い震災の記憶を刻むものが消えて行く現在，震災を後世に伝え，将来の犠牲を無くすた 
  めの大きな役割を担う遺構として重要である． 
  遺構[震災伝承館]の維持経費は，仙台市や石巻市と同様に国若しくは宮城県の負担を願う 
 
Ｂ）校舎を震災記録伝承館として活用できるよう要望する 
  気仙沼市域の震災の記録，復興の記録を地域ごとに各教室を利用して常設展示し，何時でも見る 
  事が出来るようにする 
 
Ｃ）防災教育の拠点とする 
  防災分野において，市域内はもとより，外部研究機関との連携も計りながら，セミナーや会議も 





  波路上地区の漁業者や農業者，多目的グラウンド利用者，および，観光客が安全かつ迅速に避難 
  できる場所となる．備蓄庫としての役割も担う 
 
Ｆ）階上地区はもとより，気仙沼観光の拠点とする 
  階上観光協会の事務所を校舎内に設置し，観光ボランティア，地域の語り部を育成，雇用する． 


















































図 35 気仙沼向洋高等学校校舎の跡地利用に関する新聞記事37 
第６章 東日本大震災後における取り組み	
 79 
表 23 被災３県の主な震災遺構の状況38 
県 市町村 施設名 状況 
宮城県 
気仙沼市 
第 18 共徳丸 × 
気仙沼向洋高※ ○ 







東松島市 野蒜駅プラットフォーム※ ○ 
仙台市 荒浜小※ ○ 
山元町 中浜小※ ○ 
岩手県 




大槌町 観光船「はまゆり」※ × 








福島県 いわき市 豊間中※ × 
○保存   ×解体   △検討 




































調査対象者：NPO 法人 Seeds Asia 代表 プロジェクト・オフィサー Ｋさん 
調 査 者 ：土 屋   亮 
調 査日時：2015 年 9 月 18 日（木） 
調査場所：気仙沼市役所ワン・テン 2F 交流室 A 
調 査内容：①階上地区防災教育推進委員会発足の経緯 























































































































































































































調査対象者：森前林地区自治会長 O さん 
調 査 者 ：井口香穂・市古太郎・土屋亮 
調 査 日 時 ：2014 年 10 月 20 日（月） 
調 査 場 所 ：調査対象者自宅 
記 録 者 ：井 口 香 穂 
クリーニング：土 屋   亮 














































































































































































































調査対象者：気仙沼市危機管理課 T さん 
調 査 者 ：井口香穂・市古太郎・土屋亮 
調 査 日 時 ：2014 年 10 月 20 日（月） 
調 査 場 所 ：気仙沼市役所 
記 録 者 ：井 口 香 穂 
クリーニング：土 屋   亮 


































に関して地域にどう説明していくのかが非常に悩ましい．今は当面 3.11 のもので，ただし 3.11 は宮
城県沖地震の震源よりも沖で遅かったということもあり，宮城県沖地震の津波到達予想時間 14 分で















































































































































































































調査対象者：気仙沼向洋高等学校 K 教諭 
調 査 者 ：井口香穂・市古太郎・土屋亮 
調 査 日 時 ：2014 年 10 月 20 日（月） 
調 査 場 所 ：気仙沼向洋高等学校 
記 録 者 ：井 口 香 穂 
クリーニング：土 屋   亮 
最 終 確 認 ：市古太郎・土屋亮 
 
【当日の避難行動】 



































































































た．2013 年の 9 月に初めてみんなで集まる体育祭を行った．学校の日常を取り戻すことが子どもた
ちの精神安定を取り戻す要因になると思い，行事はいつも通り行うこととした．今の仮設校舎は

























































































































調査対象者：NPO 法人 Seeds Asia 代表 プロジェクト・オフィサー Ｋさん 
調 査 者 ：土 屋   亮 
調 査 日 時 ：2015 年 9 月 18 日（木） 
調 査 場 所 ：気仙沼市役所ワン・テン 2F 交流室 A 
記 録 者 ：土 屋   亮 
クリーニング：土 屋   亮 

































































調査対象者：早稲田大学社会科学総合学術院助手 F さん 
調 査 者 ：土 屋   亮 
調 査 日 時 ：2015 年 9 月 18 日（木） 
調 査 場 所 ：気仙沼市役所ワン・テン庁舎 2F 大ホール 
記 録 者 ：土 屋   亮 
クリーニング：土 屋   亮 




















































































調 査 者 ：土 屋   亮 
調 査 日 時 ：2015 年 12 月 13 日（日） 
調 査 場 所 ：気仙沼市立階上公民館 
記 録 者 ：土 屋   亮 
クリーニング：土 屋   亮 















































調 査 者 ：土 屋   亮 
調 査 日 時 ：2015 年 12 月 18 日（金） 
調 査 場 所 ：気仙沼市立階上中学校 
記 録 者 ：土 屋   亮 
クリーニング：土 屋   亮 
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